
























































































ソニーNEWS、SUN-3、E-7300、20 5 0 
ミニコン PDP-llシリーズ、 PanafacomU























AT&Tが提唱していたRF S (R e m 0 t e F i 1 e S y s t e m)の二方式がありま
したが、今度の統合版では両方共使える様にしたそうです。もう一つはマルチウインドウシス




















現在10M1 P S (M i 1 1 0 n 1 n s t r u c t i 0 n s P e r S e c 0 n d)つ
まり 1秒間に l千万回もの命令の実行が可能です。とにかく 10MIPSという高性能の

























ABI = Application Binary Interface 
ウインドウも含めてシステム・コール統一
( 資 料 4 ) 
-64 
従来、大学で多数のコンピュータを接続して、ネットワークを構築する最も重要な目的は何


















近は電話関係のモデムも非常に進歩してきで、 9600 b p sが可能になりつつあります。し
かし応用次第ではこれでは遅い場合があります。例えば大学構内のLAN(Local
Area Network)の場合、 Ethernet方式で 10Mbpsまで楽に通信が可

















































規格を定めている ISO(Internat onal Standard Organi-
z a t 0 n 国際標準規格機構)で審議されているOSI規約 (Open Systems 
Interconnect on)を使えば、将来は大型コンピュータでも自由に接続が可能
になるはずなので、 TCP /1 PからOSI規約に変わると思われます。
ところでUNIXには、メイルやニュースをお互いに交換する機能があります。又、自分が
f吏っている端末機を素通りして、別のコンビュータを使う telnetや、 ftp(File
T r a n s f e r P r 0 t 0 c o.1 )といって、他のコンピュータとの聞でファイルを自由
に交換する機能があります。そして、先程から申し主げているNF S (N e t W 0 r k 
F i 1 e S y s t e m)、Xウインドウというウインドウシステムもあるわけです。
(資料6 参照)
UNIXのネットワーク機能








(資料 6 ) 
-67 












( 資 料 7 ) 
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UNIXでファイル転送する場合は ft P機能を使います。命令は簡単で、まず"open
t. a n s e i "で、相手のコンビュークを呼び出して、必要なユーザ、番号、パスワードを入力
して接続します。他のコンビュータにあるファイルを自分のコンピュータに取り込みたい時に
は、 "g(う l"というコマンドを使います。例えばあちらのコンピュータにある "that-
f I e "ファイルを、こちら慣1/こ "lh sf le"という名前で取り込みたいという時
は、 "get thalf le th sf le"とすると瞬時に取り込むことができま
す。しかも先程お話しましたEthernetは1秒間に最高 10Mbit (1秒間に 1Mバ
イト)の転送ができますから、大抵のファイルは数秒で転送できます。 ft Pコマンドはもっ
と簡敢にすることもできます。例えば、相手のコンピュータ上の "thatf Ie"という
名前のファイルをそのまま自分のコンビュータに転送する場合は、こちらを省略して"g e t 
thatf le"と入力すると、 "thatf le"という名前で自分のコンピュータに
転送できます。逆に、手元のコンビュータにあるファイルを別のコンピュータに送りたい時は、
" p u t "というコマンドを使えば、相手方へ転送できます。名前を変えないで"t h s-
f 1 e "として転送する場合は、 "put th sf le"と入力すれば転送できます。
それから、ファイルがたくさんあって、それを複数個まとめて送りたい時には、 "mge t " 
とか "mput"を入力すれば、取りまとめて転送することが可能です。それから終了した場
合は、ただ H b y e H と入力すれば終了します。それから"s t a t u s "コマンドには、今
の転送の状況を調べるという機能があります。







get thatfile， thisfile 














































-ネットワーク指向 . . . NFS. RPC 
'7)レチウインドウ
-ユーザ・レベル・マルチタスキング
.7)レチメテ・ィア通信. . . . MMT 
















それで、"d t "と繰り返すと次から次にメイルが読めます。それから、 sa v eコマンドで
今読んだばかりのメイルを、後でもっとゆっくり読むとか、それに対して返事を書くためにフ
ァイルの中にとっておくことができます。もちろん、任意にファイル名を指定してセーブする
ことができます。それから一々セーブするのは面倒だという時には、最後に "q" (qui t) 
コマンドを入力すると、 mboxという特定の名前のファイルにメイルが全部入ります。あと
から、 mboxというファイルを調べればメイルがもう一回読めるというわけです。又、届い
たメイルに対して返事を書きたい時のためのコマンドに r r "と "R"の二種類があります。

























































場合には、"a 1 a s "という機能があり、そういう名前に対してあだ名、つまり、ニック































いうネットワークにつながっている bt 1 (ペル研究所)の中で、 a1 c eというマシンを




































アメリカのEDU、教育機関の一種である Berkeleyという大学の er n eというコ
ンビュータでまず受け取り、それがさらに re 1 a Y. c s. n e tという中継コンビュータで
受け取られて、東大にある JUNETのcc u tという中継コンビュータで受け取られ、さら




From ferrari見ernie.berkeleY.edu@RELAY.CS.NET Tue Oct 6 03:57:57 1987 
Received: from ccut.cc.u-tokyo.junet (ccut.arpa) by tansei .cc.u-tokyo.junet (4 
.12/6.2Junetl 
id AA00915; Tue， 6 Oct 87 03:57:56+0900 
Received: by ccut.cc.u-tokyo.junet (5.51/6.2.9Junet) 
id AA17768; Tue， 6 Oct 87 03:58・:36 JST 
Return-Path: <ferrari%ernie.berkeleY.edu@RELAY.CS.NET> 
Received: from relay.cs.net by RELAY.CS.NET id be02665; 5 Oct 87 14:09 EOT 
Received: from ernie.berkeley.edu by RELAY.CS.NET id aa13763; 5 Oct 87 13:51 E 
OT 
Received: by ernie.Berkeley.EDU (5.58/1.23)' 
id AA11666; Mon， 5 Oct 87 10:53:23 POT 
Oate: Mon， 5 Oct 87 10:53:23 POT 
From: Oomenico Ferrari <ferrari@ernie.berkeley.edu> 
Message-Id: <8710051753.AAI1666@ernie.Berkeley.EOU> 
T 0: z30050% t an se i . c c . u-t 0 ky 0 . j u n e t%u t 0 k y 0 -r e 1 a y . cs ne t@RELAY . CS . NET 
Subj ect: Re: A request 
Cc: ferrari@ernie.berkeley.edu 
Received: from CSNet-Relay by utokyo-relay; 6 Oct 87 3:55:46-JST (Tue) 
Status: R 
Oear Professor Ishida， 
It is still likely that 1 will come back from Austin on Nov 11 in 
t h e e v e n i n g. T h u s， 1 wo u 1 d b e a b 1 e (a n d h a p p y) t 0 s e e y 0 u i n 
Berke 1 ey on Nov 12. 1 wi 11 contact YOU when 1 have arranged my tr i P. 
In any evenL 1 wi 11 be del ighted to talk to Or.Murai at Austin. 
My preferred dates would be in March or Apri 1 1988， with some 
preference for the week of March 28， as it is 1 ikely to be the 




































か4. 1、4. 2、4. 3・・・・とかいうパークレイ版のパグに関するものです。あるいはUN
1 Xのユーザの中には emacsという ed t 0 rを使う人が多いので、それに関するニュ
ースだとか、いまのJUNETあるいは漢字コード (kanji)に関するニュース等もあり
ます。それからC言語について興味のある人は 1a n g. c、あるいは sp関係、それか









(f j .X:L"'L"'<:.:L"'<:XXとnet.x.."'L"'<:.xxxx) 
al kanji rec.muslc 
announce kermit sources 
bugs.4bsd lang.c sys.pc98 
editor.emacs lang.lisp sγs.sun 
Junet mail-lists unlx 
JUs .rec.gaπles wanted 





























































のが一番問題です。 UNIXの場合は、ちょっとした図や数式でしたら、 tr 0 f f、TeX、
p 1 0 tやSなどのソフトがありますので、受け取り先の人も同じ様なソフトを持っている場
合、同じ形式で送れば、相手がそれをレーザプリンタで復元できるわけです。今年開催した小



















UNIXのtroff.TeX. plot. S 
Xで1;1FAXも可
PostScript形式・






























図形.• . • roff， PIC， T eX， plot 
L文書処理のマルチメディア標準化
PostScript/言語形式の利用










































原子力研究機関をつなぐHEPNET(High Energy Physics NET-
w 0 r k)がローレンスパークレー研究所の中継コンピュータを通して結ばれています。それ
からエネルギー関連の研究者のためのESNET(Energy System NET-
w 0 r k)がアメリカにあります。これは核融合を l番大きなテーマに、太陽熱利用等の研究
を行っている人々が利用していて、これには名古屋大学のプラズマ研究所が、接続されていま















JUNlι~'l 、(υJa叫1-一泊llcse Ul川lIV./ UNIX letりJ ) 
東工大・慶応大・東大の間で 1984年にスタート





(資料 20 ) 
資料20に示すJUNET(Japanese Univers ty NET)はわが国
の情報交換で最も利用されているネットワークで、 3年前に私共が東工大、慶応大、東大の3
大学問で実験を開始しました。このJUNETは電話線を回線として使っていることが特徴の
1つで、国際ゲートウェイは東大にあります。民閉会社の場合はKDDを中心に 1n e t一
Clubという独自の組織を作って、国際通信を行っています。御存知のように専用線で大学
問を結ぶことには、いろいろ問題があって実現が難しいので、電話線を使用しているのです。




















BITNETや、昔、 ARPANETと言っていた 1n t e r n e t 、それからボランティア
で運用されているUNIXのUSENET等がお互いに接続されていますし、国際ゲートウェ
イとしてヨーロッノ守のEARN(European Academic Research 
NETwork)や、先程話した英国のUK、韓国のKR、イスラエル等ともつながっていま
す。(資料21参照)




米国内ゲートウェイ.. . . BITNET， Internet， USENET 
国際ゲートウェイ(12) 
. . . . . . JUNET， EARN， UIく， KR，… 
回線・・・・・・電話線 (2400~9600) ， X.25 (パケット)
ソフトウェア.• • • • .CMDF (Memo Dist. Fac. in C) 
SENDMAIL， MH  






















-j list al JUNET host -names 
-j host list JUNET host -names containing 'hos1' 
-m list al mail-addresses for you and 
ask for a new mail-address 
-d list al mail-addresses for you and 
ask for a mail-address to delete 
-s show how to send mails to other users 
一 showhow to receive mails from other users 
-1 [期間] list account. [ 










昔開発したRS C S (R e m 0 t e S p 0 0 1 i n g C 0 mm u n i c a t 0 n 




のEARN(European Academic Research NETwork)が
~ fi 1台、臼木国内では IBM機を使用している東京理科大、高エネルギ研究所、東北大、京
大、.大阪大等を結ぶAs anetに31台接続されているようです。ところで "As a-











BITNET (by EDUCOM) 
8ecause It's Time NETworkから命令・
9600bpsの専用禄利用--18M， VAX/VMS， UNIX 
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( 資 料 26 ) 
資料26は私共がCSNETを通して利用した、 9月現在の情報交換に関する統計表ですが、
日本から海外へは342人がl回当たり 2画面程度の量で、平均6、7通の手紙を出したこと





















日本へ 日本から 日本へ 日本から
Internet 39% 34% 27% 32% . 
(大学)
BITNET 21 % 30% 34% 41 % 
CSNET 10% 10% 6% 5% 
ARPANET 9% 8% 2% 9% 
米企業 8% 6% 4% 3% . 
その他....米政府， USENET.イギリス，韓国など


























Venus-P T e 1 e n e t 
国際専用線


























月額 175万円 (9月分) =￥ 100/KB 
SUN-3/260CφDDX-PφVenus-P 
件 Telenet∞BBNセンター






NSFnet : The Big Picture 
4・=NSF n且ckboncnnd nodc 
• = ARPA conncction 































1988 1990 '92 
PHASE 2，4 5 M b / s FULL Y OPT I CAL 
FIBRE TRUNKS 
'94 '96 '98 
TIMETABLE FOR NATIONAL RESEARCH NETWORK 


















































(資料 32 ) 
日本ではまだ国際的なメイルサービスを使っている研究者は数百人程度で、ごく一部の人に
限られていまずから、利用者の拡大をどのような方法で行うかといったいろいろな問題がたく
さんあります。その解決のためにはやはり一部の人だけでなく、すべての研究者の方々がメイ
ルサービスに興味を持って頂きたいと思います。
(昭和62年 11月24日講演)
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